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5 日（水）コミュニティ役員会 14:00 

7 日（金）千鶴会理事会 13:30 

11 日（火）区会長会 13:30  

12 日（水）あいさつ運動/民生委員会 15:00 

19 日（水）支援センター相談窓 9:30~10:00 

21 日（金）ひまわり弁当配食日 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
27（木）市報配達日 

 

 

 

1 月の行事予定  

26 日（水）子育て広場10:00~13:00 

「前向き子育て講演会」～子ども未来課 支援講座～ 

講師：福岡県立大学  

江上 千代美さん 

★託児あり  

★参加費無料  

※講座終了後に講師の先生の個別相談あり 

※参加希望の方は電話でお申し込み下さい 

27日（木）社会教育講座 15:00～ 

フラワーアレンジメント 「花のある暮らし」 

講師：ヨーロピアンフラワーデザイン連盟インストラクター  

フラワーサークル講師 

長野 加代子 さん  

参加費：¥ 2,000  （当日徴収します） 

定 員 ： 10 名（定員を超える場合は抽選） 

★詳細は、裏面をご覧ください 

 

 

□■ ステップ運動 

毎週火曜日  

午後 2 時～午後 3時 30分 

⇒11・18・25 日 

■□ 健康体操教室 

午前 10 時～午前 11 時 30 分 

◎水曜クラス ⇒5・12・19・26 日 

◎木曜クラス ⇒6・13・20・27 日 

健康体操教室  

& ステップ運動教室 

 

                                  

                                                

 

 

 

 

 

教室利用不可のお知らせ 

■1日～4日 年始休業につき休館 

■21 日（金）ひまわり配食 

➡午前中はコミ会議室・小会議室・ 

大研修室 Aは使用不可 

■22 日（土）ぐる～っと公演 in立石 

➡午前中～午後 5時まで和室 AB 以外は 

使用不可 

■26 日（水）子育て広場 

➡10:00～13:00 コミ会議室・小会議室・

大研修室 Bは使用不可 

■27 日（木）社会教育講座 

➡15:00～17:00 大研修室 Aは使用不可 

ご迷惑をおかけしますが 

よろしくお願いいたします。 

演劇：「オオカミ君のパン」  ～劇団さんぽ～ 

開演：14 時～15時（開場は 13:50） 

場所：立石コミュニティセンター 

定員：50名（定員になり次第締め切ります） 

対象者：乳幼児～大人 

・参加費は無料 

・参加希望者はお電話で予約を 

・マスク着用の上、ご参加下さい 

・体調不良の方の参加をご遠慮ください 

♪ 詳しくは裏面をご覧ください ♪ 

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
四
年
を
迎
え
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
年
前
の
元
旦
に
、
大
平
山
の
山
頂
で
美
し
い
日
の
出
に
災
害
の
無
い
平
和
な
年
に
な
り
ま
す
様
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、 

一
月
終
わ
り
に
は
、
中
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
い
る
事
を
テ
レ
ビ
で
知
り
ま
し
た
。
そ
の
一
ヶ
月
後
に
は
、 

全
世
界
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
二
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
は
終
わ
る

事
が
な
く
、
次
か
ら
次
へ
と
変
異
株
が
発
生
し
、
脱
出
す
る
事
が
な
か
な
か
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
歴
史
な
ど
の
本
を
読
ん
で
み

る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
時
に
流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
も
、
五
千
万
人
か
ら
一
億
人
も
の
死
者
を
出
し
、
そ
れ
か
ら
百

年
後
の
今
、
ま
た
大
き
な
禍
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
に
あ
り
ま
す
が
、
各
区
役
員
の
方
々
の
ご
協
力
も

あ
り
、
福
岡
県
や
朝
倉
市
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
昨
年
十
一
月
よ
り
、
三
密
の
回
避
、
手
洗
い
な
ど
を
励
行
し
、
少
し
ず

つ
コ
ロ
ナ
以
前
と
異
な
る
方
法
に
て
、
活
動
や
学
習
の
機
会
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
開
催
と
中
止
を
繰
り
返
し

な
が
ら
の
活
動
と
な
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
進
め
て
お
り
ま
す
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
立
石
・
誰
も
が
住
み
た
い
立
石
」
の
言
葉
さ
な
が
ら
、
四
千

三
百
五
十
四
世
帯
・
人
口
一
万
八
百
五
十
三
人
と
、
市
内
で
一
番
大
き
な
地
区
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

現
在
、
立
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、
防
犯
・
防
災
に
力
を
入
れ
、
今
年
度
ま
で
に
、
約
二
十
名
の
方
が
防
災
士
の
資

格
を
取
得
さ
れ
て
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
立
石
地
区
を
目
指
し
、
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
し
い
年
に
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
と
、
ま
た
色
々
な
活
動
を
再
開
で
き
ま
す
様
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
願
い
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
様
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

      

令
和
四
年 

元
旦 

立
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

会
長 

早
野 

勝
利 

立石地区の人口：11月末現在 10,853人・4,354世帯 

綺麗なお花を頂きました。お陰様でセンターの中が 

華やかになりました。いつもありがとうございます。 

 



 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立石地区防災士会 一口アドバイス その 2 

 『家庭備蓄のすすめ ～ローリングストック～ 』 

災害発生時に支援物資が届くまでを家庭で備える 

            社会教育講座 参加者募集 

 

 

  

日時：1月 27日（木）15:00～1時間半程度（午後 3時開始です 

場所：立石コミュニティセンター      普段と時間が違います） 

講師：ヨーロピアンフラワーデザイン連盟インストラクター  

フラワーサークル講師  長野 加代子 さん  
参加費：2,000 円 持参するもの：お花ばさみ（キッチンばさみ可） 
定員：10名（10名を超える場合は抽選となります） 

応募締切：1月 17日 12:00 

参加ご希望の方はコミュニセンターまでお電話を℡☎:22-2101 

※新型コロナ感染症対策のため、マスクの着用をお願いします。 

 

 

今回は、普段の暮らしの中で無理なく災害時に備える方法をご紹介 

します。災害時に備えた食品の家庭備蓄は「非常用に備える」と 

考えず、普段の生活の一部として、日常生活で無理なく取り入れて 

いくことが大切です。災害発生時は、支援物資の到着まで数日は 

かかります。家庭備蓄を行うことで、いざというときでも自分や家族を守り、 

心のゆとりを持つことが出来るよう、必要な備蓄を進めましょう。 

 

 

普段食べている食品を多めに買い置きするだけで「備蓄」になります 

 

備蓄食品は、大きく分けて２種類あります 

①「非常食」 →災害の備えとして用意し、主に災害時に使用するもの 

→非常食は、場面に応じて日常でも利用が可能です 

②「日常食品」→日常から使用し、かつ災害時にも使用するもの＝【ローリングストック】 

 

 

 

 

 

 

非常用の特別な食品を揃えるのではなく普段の生活で使用する身近なもので利用可能です。 

 

。 

★主食(エネルギー源となるもの) 

★主菜（たんぱく質を多く含む、食事のメインになるおかず） 

★副菜

 

例えば これらも「備蓄食品」です 

 

備蓄の目安 

普段の食品を少し多めに買い置きする  → 賞味期限を考えて古いものから消費する  

→ 消費した分を買い足す 

こうする事で、常に一定量の食品が家庭で備蓄されている状態を保つための方法です 

POINT 

「ローリングストック」とは 

家庭備蓄について、詳しく知りたい方は 

農林水産省WEBサイト 「家庭備蓄ポータル」をご覧ください 

フラワーアレンジメント 『花のある暮らし』 


